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スタートアップ等との共創による
「地域課題解決セミナー」

地方自治体が解決したいと考える地域・社会課題と、これをビジネスチャンスと考える企業・ベンチャー等が共創して課題解決に
取り組むモデルづくりのため、道内自治体の抱える課題の深堀りや企業とのマッチングを通じて連携プロジェクトの創出を行いま
す。本セミナーでは、昨年度事業参加自治体でスタートアップ等との連携検討を進める自治体による事例紹介、今年度の注力領域
と連携先候補となりうるスタートアップ等を紹介します。地域や社会の課題解決へ向けて、研究開発型スタートアップを中心とした
民間事業者との連携に関心のある道内自治体の皆様の参加をお待ちしています。

13:00-13:10 趣旨説明

13:１0-1４:05 自治体パネルセッション（令和4年度事業で生まれたマッチング事例の紹介）
◆ 登壇自治体

・ 旭川市教育委員会 社会教育部 文化振興課 小川 大介 氏
・ 釧路市 産業振興部 農林課 道山 慶祐 氏

14:05-1４:10 今年度注力する地域・社会課題解決プロジェクトテーマの紹介

14:10-1４:45 連携候補スタートアップによるオンラインプレゼン（各社3分・10社程度）
◆ 登壇企業（一部）
・ 株式会社TOWING ・株式会社大木工藝 
・ アグリショット株式会社 ・エゾウィン株式会社
・ ASTRA FOOD PLAN株式会社 ・株式会社リバーサー ・株式会社チャレナジー 他

14:45-15:00 参加希望方法・質疑応答

今年度の注力テーマ

環境配慮
ゼロカーボン / 未利用資源活用

人手不足
ロボットによる自動化 / IoT
AI / データ活用

過疎地域におけるインフラ
水処理 / 医療など

自給率向上
自給エネルギー
原材料・飼料への代替

日    時 2023年6月9日（金）13:00〜15:00
開催形式 リアルとオンライン（YouTubeLive）のハイブリッド開催
会    場 TKP札幌駅カンファレンスセンター ホール3C

（北海道札幌市北区北７条西2-9 ベルヴュオフィス札幌3階）
対 象 道内自治体職員、地域課題解決に関心のある道内中小企業等
定 員 80名程度（参加無料、オンライン視聴は定員なし）
主 催 経済産業省北海道経済産業局／株式会社リバネス
申込方法 https://lne.st/hokkaido2023_seminar（申込締切：6月8日（木）正午）

TIME LINE

セミナー実施概要

申込方法はこちら

本セミナーは、令和５年度「地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業（地域・社会課題の発掘と解決に向けたマッチング）」に
より実施しています。



オンライン面談による連携アイデアの具体化

連携体制の構築及び実施に向けた伴走支援

地方自治体が解決したいと考える地域・社会課題とこれをビジネスチャンスと考える企業・スタートアップ等が共創
して課題解決をしていくためのモデルづくりを行います。環境、食・農業、人手不足や過疎地域 におけるサービス供給
といった、北海道特有の課題に焦点をあて、北海道の自治体の抱える課題や取り組みを 深掘りし、企業・スタートアッ
プ等とのマッチングを行い、その解決・発展に向けた連携プロジェクトを創出を目指しています。

事業の目的

令和５年度「地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業（地域・社会課題の発掘と解決に向けたマッチング）」について

セミナー後の事業の流れ

WEBアンケートによる参加希望申し込み締切

参加自治体決定

複数回のオンライン面談による課題ヒアリング・
課題プレゼン資料作成サポート

超異分野学会 北海道フォーラム 2023
（株式会社リバネス主催）での
課題プレゼンテーション @札幌

6/26
（月）

7月
初旬

7・8月

9/1
(金)

9月

10月
以降

「令和4年度 地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業（地域・社会課題の発掘と解決に向けたマッチング）」の実施
成果、連携検討事例をまとめた事業紹介パンフレットを閲覧・ダウンロードいただけます。

https //lne.st/2023/04/04/r4_hokkaido_pamphlet/

昨年度事業の連携プロジェクト事例

・スマートロックを活用した文化財施設の施錠・入館の遠隔管理（旭川市）
市域に点在する文化財施設にスマートロックを導入し遠隔で施錠管理をすることで、職員の負担を減
らし、観光客の自由見学を可能にできるのではないかと連携を検討している。

・画像認識技術を活用した牛の発情検知（釧路市）
市内酪農家から子牛を預かり人工授精を請け負う市営牧場において、職員の中でも発見できる人員が
限られる牛の発情を、カメラを用いた画像認識技術により検知ができないかと連携を検討している。

・植物系残さを分解する小規模型メタン発酵システムの開発（富良野市）
域内事業者と連携し、畜場廃棄物である牛のルーメン（第一胃）液と農業残さや雑草等の難分解性バイ
オマスを原料とした高効率メタン発酵技術の開発と実装を検討している。

本事業への参加自治体の募集（WEB申し込み）

連携仮説作りと
マッチング
の繰り返し

6/9
（金）


